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近
年
の
集
中
豪
雨
の
増

加
に
よ
り
、
頻
発
し
て
い

る
土
砂
災
害
の
発
生
メ
カ

ニ
ズ
ム
や
ハ
ー
ド
対
策
を

調
査
し
、
今
後
の
防
災
対

策
の
参
考
と
す
る
た
め
、

視
察
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
平
成
23

◎
２
月
６
日（
月
）、和
歌
山
県
土
砂
災
害

啓
発
セ
ン
タ
ー
を
視
察

産
建
厚
生
常
任
委
員
会

委員会県内視察レポート 

年
の
紀
伊
半
島
大
水
害
に

お
け
る
土
石
流
等
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
那
智
勝

浦
町
に
、
和
歌
山
県
が
土

砂
災
害
に
関
す
る
研
究
及

び
啓
発
の
拠
点
と
し
て
設

置
し
た
施
設
で
あ
る
。

　

土
砂
災
害
の
発
生
は
、

豪
雨
、
台
風
、
地
震
等
に

よ
る
地
形
や
地
質
の
変
動

が
原
因
で
あ
り
、
当
町
の

よ
う
な
急
峻
な
山
や
谷
が

多
い
地
域
で
は
特
に
警
戒

が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
台
風
に
つ
い
て
、

平
成
元
年
か
ら
令
和
元
年

ま
で
の
約
30
年
間
で
の
上

陸
数
は
、
和
歌
山
県
が
全

国
で
第
２
位
と
な
っ
て
い

る
。

　
動
画
・
ス
ラ
イ
ド
に
よ

る
研
修
で
は
、
土
砂
災
害

の
分
類
と
し
て
主
に
土
石

流
、
地
す
べ
り
、
が
け
崩

れ
が
あ
り
、
実
際
の
映
像

で
説
明
を
受
け
た
。

　
す
べ
り
面
の
深
さ
に
よ

る
分
類
で
は
、
表
層
崩
壊

と
深
層
崩
壊
が
あ
り
、
紀

伊
半
島
大
水
害
で
は
、
大

規
模
な
災
害
と
な
る
深
層

崩
壊
や
土
石
流
が
多
数
発

生
し
、
大
き
な
被
害
に
つ

な
が
っ
た
。

　
模
型
実
験
で
は
、
土
石

流
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
砂
防

堰
堤
の
効
果
等
を
実
験
に

よ
り
説
明
を
受
け
、
危
険

箇
所
へ
の
砂
防
堰
堤
の
設

置
等
に
よ
り
、
被
害
を
人

工
的
に
軽
減
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
た
。

【
意
見
】

　
災
害
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
は
、
日
頃
か
ら
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で
危
険

な
箇
所
や
避
難
場
所
を
確

認
し
、
避
難
情
報
や
異
変

を
感
じ
た
ら
、
避
難
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
計
り
、
早
目

に
安
全
な
場
所
へ
避
難
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て

い
る
小
・
中
学
校
へ
の
防

災
学
習
は
、
子
供
の
頃
か

ら
防
災
に
関
す
る
知
識
や

関
心
を
持
つ
と
い
う
意
味

で
は
大
変
良
い
取
り
組
み

で
、
当
町
に
お
い
て
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
学
校
へ

の
出
張
授
業
が
積
極
的
に

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
継
続
し
て
幅
広

く
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。

土石流模型実験

砂防堰堤の説明


